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1年間でふるい処理を完了するのに要求される
処理性能の予測 (CRYPTREC Report 2006)
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1年間で衝突を計算するのに要求される処理性能
の予測 (電子署名法検討会報告書 2008.05.30)
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公的個人認証サービスにおける暗号アルゴリズムの移行スケジュール

年度
2009
H21

2010
H22

2011
H23

2012
H24

2013
H25

2014
H26

2015
H27

2016
H28

2017
H29

2018
H30

2019
H31

2020
H32 ・・・

SHA-1の安全性評価 *1

RSA1024の安全性評価

*2

*3

政府機関の情報システム *4 *5

電子署名法
*6 *7 *8

公的個人認証サービス *9 *10 *11

公的個人認証サービス
センターシステム

*12

鍵ペア生成装置
*13

住民基本台帳カード *14

YX Y

「公的個人認証サービスにおける暗号方式等の移行に関する検討会報告書（H20年度）」より抜粋



論理・システム科学
数学、論理学、数理哲学、数理科学、情報科学、
ソフトウェア科学・・・

自
然

科
学

物
理

学
、

化
学

、
地

学
、

生
物

学
・
・
・

社
会

科
学

法
学

、
経

済
学

、
経

営
学

、
社

会
学

・
・
・

人文学・人間学

文学歴史学、宗教学、心理学、哲学、倫理学・・・

セキュアシステム
暗号

電
波

漏
洩

、
量

子
暗

号
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
法

制
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

情報倫理・情報心理

矛盾根在世界観

無
矛

盾
世

界
観

矛
盾

遍
在

世
界

観

矛盾遍在世界観

情報セキュリティ
総合学

矛盾遍在世界観

図． 矛盾という視点から見た情報セキュリティと暗号の位置付け
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